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登校可能日 

 

 27 日（水）28 日（木）の 2 日間、登校可能日として、4 月 7 日８日以来、子どもたちが学校に

登校してきました。6 月 1 日から始まる学校再開により、新学年の学級としてのリ・スタートに

向けた準備の日となりました。教室に友だちの顔がそろったとはいえ、まだ半分です。全員が

そろうのは、感染防止対策を講じ、その安全な状態を持続できた中で、6 月の第 3 週 6 月 15

日（月）からを予定しています。このまま順調に、通常の学校生活に戻っていきたいと願ってい

ます。そのためには、教職員一同、感染リスクの高い学習活動の回避、児童下校後の清掃や

消毒に努めてまいります。 

 保護者のみなさまのご理解とご協力を得て、ご家庭におかれましても、「新しい生活様式」の

実践をお願いしたいと思います。 

 新型コロナウイルス感染症と共に生きていく社会を前提とした場合、長丁場に備え、手洗い

や咳エチケット、換気といった基本的な感染症対策に加え、感染拡大リスクが高い「３つの密」

を徹底的に避けるために、身体的距離の確保（ソーシャルディスタンスあるいはフィジカルディ

スタンス）といった「新しい生活様式」に、学校を含めた社会全体が移行することが不可欠で

す。 

感染症対策の ３つのポイント・・・ 

 

（１） 感染源を絶つこと 

（２） 感染経路を絶つこと 

（３） 抵抗力を高めること 

正しい理解から・・・ 

 

「子どもたちが本感染症を正しく理解し、

感染のリスクを自ら判断し、これを避ける

行動をとることができるよう、早々に資料

等を活用して、学級担任より、発達段階に

応じて、感染症対策に関する指導を行いま

す。 

感染対策用の持ち物として・・・ 

  

【各自に必要な持ち物】 

＊清潔なハンカチ・ティッシュ 

＊マスク 

＊マスクを置く際の清潔なビニールや布等 

（１） 感染源を絶つこと 

 

①発熱等の風邪の症状がある場合・・・ 

無理させず、登校させないことの徹底を

お願いします。発熱等の風邪の症状があ

る場合には、自宅で休養させてください。同

居のご家族に風邪症状が見られる場合も

同様とします。この場合、「欠席」とせずに、

「出席停止」して取り扱います。 

 

②登校時の健康状態の把握・・・ 

 毎朝、登校前に、検温及び健康状態の把

握をお願いします。健康状態の把握には、

「健康観察表」に記入し、毎日持参させてく    



 

 

 

 

ださい。体温や健康状態を確認できなかっ

た児童については、教室に上がる前、教職

員が検温及び健康観察等を行います。 

 

③教室に上がる前に、発熱等の風邪の症

状が見られた場合・・・ 

発熱等の風邪の症状がみられる場合に

は、帰宅させ、症状がなくなるまでは自宅

で休養するようこととします。 

なお、安全に帰宅できるよう、保護者の

来校まで学校にとどまることとなります。速

やかにお迎えに来てください。その場合に

は、他の者との接触を可能な限り避けられ

るよう、臨時保健室（図工室）で待機させま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、保健室については外傷や心身の

不調など様々な要因で子どもが集まる場

所であるため、発熱等の風邪症状のある

子どもが他の子どもと接することのないよ

うに、2 分割しています。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）感染経路を絶つこと 

 

感染経路を絶つためには、①手洗い、

②咳エチケット、③消毒が大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

手洗いの６つのタイミング 

①外から教室に入るとき 

②咳やくしゃみ、鼻をかん 

だとき 

③給食（昼食）の前後 

④掃除の後 

⑤トイレの後 

⑥共有のものを 

触ったとき 

 
 

 

（３）抵抗力を高めること 

 

免疫力を高めるため、「十分な睡眠」、

「適度な運動」及び「バランスの取れた食

事」を心がけてください。 

 
 

 

 

学校においては、「３つの密」を徹底的に

避ける、「マスクの着用」及び「手洗いなどの

手指衛生」など基本的な感染対策を継続す

る「新しい生活様式」を導入し、感染及びそ

の拡大のリスクを可能な限り低減しつつ、教

育活動を継続し、子どもたちの健やかな学

びを保障していきたいと考えます。ご協力を

よろしくお願いいたします。 

 

 


